
調査体系

実態調査を以下の3つの方法で実施。
①PT調査(小規模)⇒属性×行動×平休による市民の生活実態を対
象に要因分析及び②のチューニングデータ
②ABS-sim（アクティビティ・ベースド・シミュレータ－シミュレーション）

⇒近隣市町との広域流動分析＋簡易将来予測
③自動車プローブデータ
⇒市街地の道路を利用する車両の発着地や経路の分析

松本市総合交通戦略 2025年

松本市では、平成27（2015）年に「松本市総合交通戦略」を策定し、自動車分担率約70％の自動車依存社会から脱却するとともに、歩行
者・自転車・公共交通を中心とした、あらゆる交通手段がシームレスにつながる人中心の交通まちづくりを目指し、バスの公設民営化や自
転車活用推進、ウォーカブルのまちづくりなど、様々な取組を進めています。
現計画は、令和3（2021）年に改訂され、令和7（2025）年に計画期間が満了となることから、昨今の社会情勢の変化や新技術の活用など
を踏まえ、新たな交通まちづくりを戦略的に推進するため、次期計画の策定に取り組んでいます。
次期計画策定に当たり、松本市の人の移動状況等の把握のため、パーソントリップ調査を実施しました。

調査主体 松本市

調査圏域人口 約22.56万人（5歳以上人口）

PT調査(小規模)

（特徴）
・郵送配布・郵送回収のみで実施（WEB調査は未実施）。
・都市計画プラットフォーム（国土交通省）のツールを活用して
調査物件を作成。

・一般的な標本率（6～8％程度）より小規模（1.78%）で実施
（下記「標本設定の考え方」に基づき設定）

・平日、休日の1日ずつを対象。
・多様な分析や戦略的な計画策定に活用できる調査結果データを
作成（総合交通戦略策定以外にも活用可能）

（調査規模）
・約7,800世帯を調査対象、約2,000世帯（約4,000人）の回収を想定。

表 調査手法と調査対象の関係

資料：令和７年度松本市総合交通戦略策定に係る基礎調査業務委託報告書

調査対象圏域 松本市

標本設定の考え方

本調査では、「現行計画の定量的な評価検証ができること（＝代表交
通手段分担率）」と「14 地域別の代表手段分担率（4 区分）」の両方
の精度を確保することとして、カテゴリー数を96 と設定しました。算
定式に当てはめ、1.78％を標本率としました。

表 必要調査世帯数、必要調査個人数（5 歳以上）の設定

資料：令和７年度松本市総合交通戦略策定に係る基礎調査業務委託報告書



松本市総合交通戦略 2025年

調査結果

8,016世帯に調査票を発送し、2,320世帯から回答を回収。
回収率は28.9％。
14の大ゾーン別では、東山中部地域を除く全地域で目標回収世帯
数を達成（東山中部地域の達成率は95.0％と目標に対し6世帯不
足）。

資料：令和７年度松本市総合交通戦略策定に係る基礎調査業務委託報告書

ABS-simの構築

国土技術政策総合研究所から貸与されたABSプロトタイプ版を用い、
松本市および周辺市町村（塩尻市、安曇野市、山形村、朝日村）を
対象としたシミュレーション（ABS-sim）を実施。

図 全国PT調査データを活用したABSの構成

出典）都市研究部都市施設研究室『ABP Challenge』 - 新たな交通行動分析手法を活用した都市交通
プランニングの実現戦略 -）

自動車プローブデータ

「HONDAインターナビプローブ」を活用し、以下の３点を可視化。
・通行実績（交通量） ・平均旅行速度
・経路分析（指定した道路リンクの前後経路を分析）

図 HONDAインターナビプローブ
のイメージ

出典）Honda社HP

図 可視化の結果(平日6時台交通量)

資料：令和７年度松本市総合交通戦略策定に係る
基礎調査業務委託報告書

図 各個人の1日の活動・移動データ
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学生ワークショップ

松本市の現状の課題を抽出するため、学生から幅広く意見を聴取する場として学生ワークショップを２回実施。

＜第１回学生ワークショップ＞
テーマ：「若者・学生の視点からみた、松本で暮らす上での生活上の課題」
学生4～5名でグループを編成し、全3グループでワークショップを実施。
松本市での生活の中で感じている問題や課題、違和感などについて参加者から意見を挙げてもらい、それらをグルーピングすることで、
松本市で暮らす上での生活上の課題を把握。

＜第２回学生ワークショップ＞
テーマ：「松本の課題を踏まえ、対応する政策を提案する」
参加者募集時に把握した関心テーマに基づき、参加者を以下の4グループに分けてワークショップを実施。各グループには松本市交通
ネットワーク課、公共交通課、自転車推進課の職員がそれぞれ1名ずつ参加。各課の取組を説明したうえで、政策検討に係る課題やテー
マを抽出し、その解決策や施策について議論。
Aグループ：テーマ「道路状況（渋滞など）」
B・Cグループ：テーマ「公共交通（バスや鉄道関係）」
Dグループ：テーマ「自転車」

第１回ワークショップにて、3班のグループワークで作成した資料 第2回ワークショップにて、Aグループのグループワークで作成した資料

資料：令和７年度松本市総合交通戦略策定に係る基礎調査業務委託報告書
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広報の取組

調査の信頼性、回収率の向上、問合せ件数の削減などを目的に、調査の認知度向上を図る広報を企画。
企画した広報は以下のとおり。
（1）ポスター
（2）広報まつもと6月号
（3）市ホームページ
（4）市公式SNS

ポスターは、松本山雅FCのガンズくんを起用し、
3種類作成した（B3横、A1縦、A3縦）。
広報まつもと6月号は、裏表紙一面に調査の記事
が掲載された。

ポスター(横)

広報まつもと6月号 市ホームページ

資料：令和７年度松本市総合交通戦略策定に係る基礎調査業務委託報告書

ポスター(縦)
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調査票

世帯票
物件の作成は、「都市計画プラットフォームの調査支援ツール」として公開されている「調査配布物サンプル」をベースに本調査用にアレ
ンジした。

世帯票

出典：令和７年度 松本市総合交通戦略策定に係る 基礎調査業務委託 報告書



調査票

個人票（平日）

松本市総合交通戦略 2025年

個人票(平日)

出典：令和７年度 松本市総合交通戦略策定に係る 基礎調査業務委託 報告書



調査票

個人票（休日）

松本市総合交通戦略 2025年

個人票(休日)

出典：令和７年度 松本市総合交通戦略策定に係る 基礎調査業務委託 報告書
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各種調査物件

挨拶状(ご協力のお願い)
※調査の信頼性を示すため、挨拶状に松本市長の写真を掲載

挨拶状(ご協力のお願い)

出典：令和７年度 松本市総合交通戦略策定に係る 基礎調査業務委託 報告書



松本市総合交通戦略 2025年

各種調査物件

お礼兼督促状
※調査の信頼性を示すため、お礼兼督促状に松本市長の写真を掲載

お礼兼督促状

出典：令和７年度 松本市総合交通戦略策定に係る 基礎調査業務委託 報告書



松本市総合交通戦略 2025年

各種調査物件

返信用封筒

返信用封筒

出典：令和７年度 松本市総合交通戦略策定に係る 基礎調査業務委託 報告書



調査票

記入のしかた

松本市総合交通戦略 2025年

記入のしかた

出典：令和７年度 松本市総合交通戦略策定に係る 基礎調査業務委託 報告書



調査票

記入のしかた

松本市総合交通戦略 2025年

記入のしかた

出典：令和７年度 松本市総合交通戦略策定に係る 基礎調査業務委託 報告書



調査票

記入のしかた

松本市総合交通戦略 2025年

記入のしかた

出典：令和７年度 松本市総合交通戦略策定に係る 基礎調査業務委託 報告書



調査票

記入のしかた

松本市総合交通戦略 2025年

記入のしかた

出典：令和７年度 松本市総合交通戦略策定に係る 基礎調査業務委託 報告書
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